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各種のしわの評価に関する実験的研究
矢井田 {I筆・谷原友子
Experimental Studγon the Evaluation of various "Shiwa" in Japanese 
OSAMU Y AIDA and TOMOKO T ANIHARA 
序 論
衣服に発生するしわは，種々の力学的要因Kより手耐
IC不規則な折り曲げが生じ，布が正常の状態になっても
その形がそのまま残るものであり，原料繊維の性質，糸
椛治や作i~"造 IC よ って異なるし，また環境条件による影
響警も受ける。一般にしわは衣服の外観をそこなうもので
あるが，現在では積極的にしわを付加しファッション性
を高める湯合もある。
しわはその物Jllj的成因によって種々の形態をとり，
布地をシャープに折りたたんだときにできるもの，ズボ
ンをはいて正雄したと、きにひざの屈曲した内側にできる
もの，ズボンをはいて座ったりあぐらをかいたときにク
ロッチ部分からひざの部分にできる直線状のもの，綿製
品のように吸湿性の大きい布を洗濯した後にできるもの，
異筏材料を組合せた衣服にできるものなどがある。
乙乙では，異なる物思的成因によ って生じる各縄のし
わについて.じわのつきやすさとしわの回復のしやすさ
を15種鎖の繊維による平織物lζ対して検討する。
実険方法
1 .各種のしわに対応する斌験法
前述のように， iしわ」といっても各種の形態のもの
、1)2.) 
が存在する。篠原氏lζよれは:''"cわをその物理的成因に
よってつぎのように分瀕している。
a)クリーズ (Crease)
布地をシャープlζ折りたたんだときにできる折り目状
のしわで，精子などへ座ったときにズボンやスカ トーが
折りたたまれてできるしわである。乙のしわを積械的IC
付加するのがズボン績の折り目であり，スカート類のひ
だである。
b)圧縮または屈曲座屈に起因するしわ
ズボンをはいて正座したとき ，ひざの屈曲した内側，
あるいは!腕を曲げたときKひじの内側の袖iζできる蛇腹
状のしわである。 ζれは曲率が小さいため，変形後は消
えるが，繰返し着用するとくせになり.しわとして固定
されて伺立つようになる。
c) g:]断座屈に起因するしわ
長}j形の布地を明断変形させたとき，ある角度を皇室え
ると座屈して平行四辺形の長い方の対角線の方向lζ大き
な畝状のしわができる。英語では Furrowと表現され
ており ，ズボンをはいて座ったり，あぐらをかいたとき
など，クロッチ部分からひざの部分にかけてできる幾つ
かの直線状のしわである。これはクリーズと典なり，的
手lは小さいが，しわの尾根と谷の起伏の大きい.はっき
りした形ででてくるしわである。
d)洗濯後にできるしわ
綿製品のように吸湿性の大きいものでは洗滅後にさざ
波 (ripple)状のしわが残る。 ζれがいわゆる「しわく
ちゃJと表現されるものである。英語でWrinkleという
ときには乙のしわを指す乙とが多い。また洗濯中につい
たクリーズもそのまま残留する。 Washand Wearとは
ζのようなしわのない (Wrinklefree)ものをいって
おり，しわの機備は水分の介在と各種の物侵的要因によ
りかなり後雑である。
乙乙では，乙れらのしわの中で物埋的成因のはっきり
している， a)・クリーズ，b)圧縮または屈曲座胞に起
因するしわ，c)明断座屈に起因するしわの3種類につ
いて，モンサント法，大丸法， AATCC法をそれぞれ
対応させてしわをつけ，そのしわのつきやすさと回復の
しやすさを検討する。なお，洗濯後にできるしわについ
てはその物思的成因がはっきりしないので今回は取上げ
なかった。
I.実験方法
1.モンサント法
試料(1.5C1P1x 401)をどく薄いスンレス鋼製ばさみ
、 ? ， ，?， ， 、
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により折り曲げてヒーニールばさみに差し込み，その上か
ら一定荷重 (500g)を加える。 5分後，荷重を取り除き，
取り出したステンレス鋼製ばさみを回転板(分度器)の
固定ばさみに取り付け，試料が垂直方向lL垂れるように
し，試料の折り幽がり角αを読み取り，次式によって防
しわ率を算出する。
防しわ率=_!，_一x100 (%) 
180 
ζの試験方法は，上述の布地をシャープIC折りたたん
だ状態に相当するもので，クリーズの生じやすさの判定
の目安となる。
2 .大丸法(図 1:参照)
Tutinq .p・ci/len
Dai..ru・:ester
図1 大丸法
Weight 3500g 
t白
AATCC tester 
図2 AATCC法
ζの試験方法は，布K興断力を加えた後iζ加圧し，し
わ付けを行う方法である。乙の装置は試料を取り付けた
上部フランジが1800回転しながら下部まで下り，試料布
をねじるところK特徴がある。
乙の試験方法は，ズボンやスラックスを着用して正座 まず上部フランジをロッキングピンで上部に回定する。
した状態IC対応するもので，試料を布製円筒に巻きつけ， 試料はタテ15C1Iヨコ28m!ζ採取し，上部フランジに試料
その布製円筒を折り曲げてから一定時間加圧し しわ付 の長端部を巻き付け，鉄製の板パネとクランプで回定す
けを行う方法である。 る。試料のもう一方の長端部を下部フランジに巻き付け，
布製円筒は人間の脚のひさ'中心に似せたもので.綿100 上部と閉じように鉄製の絞パネとクランプで固定する。
労のメリヤス地を用い，円周約35C1Iの円筒に縫製したも 試料Kたるみができないように調整した後ロソキングピ
のである。充唄材は同じ綿100%のメリヤス地を細かく ンを引き(ゆるめる)，上部フランジをゆっくり回しな
裁断したもので重量は約550gである。 がら下部フランジIC接触するまで下げ，直ちIC3500gの
試料は実際の着用時のしわを考えて，布のヨコ.方向に 荷重を上部フランジの上から加える。 20分後荷重を取り
しわをつけるように，タテ20c1Iヨコ36c1Iの大きさに採取 除き，上部フランシを上げ，試料を装置から取りはずす。
する。それを 1C1Iの縫代で布製円筒lζ巻き付け，手縫い 大丸法と同様に写真撮影を観察板上で直ちに行ない，
でとめる。縫目の部分にしわができないように，縫目側 試料を24時間垂直につるした後にまた写真撮影を観察板
と反対の方向lζ布製円簡を折り曲げ，木製の加庄装置 上で行う。
(20 x 16 x 15C1I)に入れる。乙のような状態で2時間加 乙の試験方法は明断座屈に起因するしわを評価するの
圧し，加圧装置から取り出すとすぐに観察板につるし， に適当であると考えられる。
写真綴影する。さらに試料をそのまま垂直方向につるし なお，しわに関する実験では湿度が大きな影響を及ぼ
た状態で24時間実験室中に放置し， 24時間後に同じく観 すので，ほぽ同じ湿度条件となるときを選んで実験を行っ
祭板につる・し写真撮影する。 た。
ζの試験方法は，圧縮または屈曲座屈IC起因するしわ il.実験試料
を評価するのに有効である。 表 1IC示す15種類の織布を試料として用いた。組織は
3. AATCC法(図2参照) すべて平織であるが.レーヨン，アセテート，ナイロン，
(2 ) 
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表 1 実験試料
Count 
Weight 
Compressive Bending 
Sample Thickness ( s. d) Modulus Rigidity 
(g/m2 ) (mm) w F (%) (mg ・cm)
Cotton 124.73 0.24 40 / 1 40 / 1 69.1 60. 53 
Wool 101. 71 O. 24 1 / 48 1 / 48 100.0 52. 94 
Silk 67.43 0.15 140 / 2 60 / 1 82. 3 21. 12 
Linen 112.38 0.21 80 / 1 80 / 1 83. 9 193.00 
Rayon 69.81 0.13 75 120 61. 0 55.59 
Polynosic 94.02 0.24 40 / 1 40 / 1 74.9 143.58 
Cupra 101. 47 O. 22 40 / 1 40 / 1 75.0 80. 57 
Acetate 67.61 0.14 75 100 76. 8 70.24 
Vinylon 103.68 0.26 30 / 1 30 / 1 71. 0 126.15 
Nylon 67. 23 0.14 70 70 82. 7 91. 55 
Polyester 54.37 0.09 50 75 71. 2 71. 10 
Polypropy lene 125.21 O. 36 24 / 1 24 / 1 79.4 85.34 
Acrylic 103.05 O. 26 1 /64 1 / 64 81. 7 66.09 
Modacry Iics 218. 97 0.51 2 130 2 I 30 74.5 264.34 
Polyviny 1 Choloride 52.88 0.09 75 75 81. 8 150.63 
表2 しわ判定結果
モ ンサ ン ト法 大丸法順位 AATCC法
防しわ率(%) 順位 裏地なし 袋地(レー ヨン)重ね 順位
タテ ヨコ てイヤヌ タテ ヨコ ノゼイヤス Z官後
1
24
官後
Z
官後 24寵後 20分後 24官後
綿 42. 9 48.0 60.6 4 2 5 5 5 8 7 7 10 
羊 毛 89.0 88.8 89.6 15 15 15 4 1 11 12 14 15 
絹 65. 7 66.8 68.8 12 12 9 8 7 6 5 12 13 
麻 26. 5 25. 6 40.1 6 4 4 6 10 7 
レ ー ヨ ン 62. 9 59.0 68.9 9 7 10 3 4 4 
ポリノジ'ック 32.0 54. 7 45. 7 2 4 2 2 2 5 3 8 9 
キュ ブ -ラ 38.8 44. 1 47.3 3 3 3 3 3 2 
アセテ ー 卜 58.5 60. 7 68. 7 5 8 B 1 10 2 4 2 2 
ヒ.ニ ロ ン 61. 0 56. 9 55.6 8 5 4 10 13 9 8 5 3 
ナイ ロ ン 71. 7 62.8 69. 2 14 9 1 7 15 7 9 3 5 
ポ リヱ ステ Jレ 63.5 65.4 76. 7 10 11 14 14 6 13 13 13 6 
ポリフ。ロピレン 59.0 57.9 61. 3 6 6 6 9 8 10 10 9 12 
アク ノレ 63 9 67. 2 65.3 1 13 7 12 9 12 1 1 1 
アクリル系 60. 0 71. 3 70.9 7 14 12 15 12 15 15 15 14 I 
ポリ塩化ピニノレ 67. 3 63. 7 75.1 13 10 13 13 14 14 14 6 
一 一 一一
ポリエステルおよびポ リ極化ヒ‘ニル製の布はフィラ メン
卜糸であり ，その他は紡縦糸である。
小さいものから大きいものまで(しわのつきやすいもの
からつきにくいものまで) 1位から15位までの順位で表
わす。IV.しわの判定
モンサン 卜法については.算出された防しわ率の値を 大:h法については，荷重をかけて2時間後の除重直後
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と24時間後.AATCC法については，荷重をかけて20
分後の除重直後と24時間後の各写真について，しわのっ
き方が強いものから弱いものまで 1位から15位までの
順位を5人の判定者につけてもらい. 5人の平均値から
それぞれを15段階に順位付けした。
また，大丸法については試料 1枚でしわをつける場合
と，裏地としてレーヨ ン布を試料の下に重ねてしわをつ
けた場合の2種類の実験を行った。
- 46 -
-Linen -Silk 
-POlynosic 
布はしわがつきにくく ，かっしわの回復性もよい乙とを
示し.ti下に位置しているレーヨン，ポリノジックやキュ
プラ布はしわがつきやすく ，しかも相対的lζ回復性もわ
るいという乙とができる。
図4は大丸法において裏地を重ねてしわ付けをした場
合の結果を示す。写真観察から全体的に裏地を重ねない
場合と比べてしわのつき方は弱くなるのが認められた。
したがって，圧縮または屈曲座屈に起因する しわを生じ
やすいひざやひじの内側に裏地をあてることはしわ防止
の点から効果があると考えられる。また，図3の試料単
独でしわ付けをした場合と比べ，傾き45'の直線』ζ沿っ
て各点がプロッ トされている乙とから試料閣の回復速度
に差がなくなるといえるが，しわがつきにくかった乙と
から微妙な判定となった乙とも考えられる。
図5はAATCC法により20分加圧し除重直後の状態
と24時間後の状態の判定順位との関係を示す。ポリ エス
テJレ布は図3の爆合と同様に右下に位置し.AATCC 
法においても大丸法の場合と同様，つま り明断座屈に起
因するしわも，圧縮または屈曲座屈に起因するしわと同
様に、しわはっきに くいがしわの回復性がわるいという
乙とを示している。しかし，ナイロンや羊毛布は図3の
場合とかなり異な った位置にプロットされており ，明断
座屈に起因するしわに関しては他の試料と比較して， 羊
毛布はしわがつきにくく 回復性もよく，ナイロン布はそ
の逆lとしわがつきやすく，また回復性もわるいという乙
とができる。また，図3では右上の方に位置していたポ
リ塩化ピニJレ，ビニロン布は図5においては左下の方に
位置しており ，アセテー ト布もかなり左下の方に位置し
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裏地を用いた場合の大丸、正去における結果
実験結果および考察
表2は実験結果を整理してまとめたものである。
図3は試料 1枚(裏地を重ねず)を大丸法でしわ付け
した場合の2時間加圧後の除、重直後の状態と24時間後の
状態の判定順位を比較したものである。横紬が加圧2時
間後， 縦軸が加圧24時間 (除重後22時間)後での!順位で
あり，順位の値が小さいものほとしわのつき方が強い。
もし.15種類の試料についたしわがすべて同じ速度で
回復するとすれば， 一番しわのつきやすい試料から)1頃に
下から傾き45。の直線上に並ぷと考えられる。しかし，
たとえばポリエステルを見てみると，除震直後は14位と
下位K属しているが.24時間後は6位と8段階もの差が
みられる。このことは.圧縮または屈曲座屈に起因する
しわに関してはポ リエステ Jレ布が他の試料と比べ，しわ
はっきにく いがしわの回復性が相対的にわるいという乙
とを示している。逆!C.図の左上lζプロットされている
ナイロンや羊毛布はしわの回復性がよいといえる。また，
右上にプロッ トされているアク リル系，ポ リ塩化ビニJレ
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大丸法におけるしわのつきやすさと回復性の判定
順位
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順位，すなわちしわのつきやすさの順位を比較したもの
である。図6ではかなりばらつきがあり， 2荷額のしわ
のつきやすさには繊維の穐類iζよって大きな相異が認め
られる。図の左下iζ位置しているキュプラ布は大丸法で
もAATCC法においてもしめがつきやすいが，右上lζ
位置しているアクリル系やポリエステル布はどちらの形
態のしわもつきにくいといえる。しかし，羊毛布はAA
TCC法では14位であるが大丸法では 4位であり，羊毛
布は他の試料と比べ圧縮または屈曲座屈に起因するしわ
はっきやすいが明断座屈に起因するしわはっきにくいと
いう乙とを示している。また，アセテー卜布はその逆の
性質をもっている。
モンサント法Kおけるしわ(クリ ーズ)については，
表 21(示すように麻，綿，キュプラ布が防しわE容が小さ
く，羊毛，ポリエステル布が高いという一般的な結果が
示された。
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ている。逆ICポリノジック布は図3ではかなり左下の方-
K位置していたが，図5では中央部iζ位置し， AATCC 
法によるしわ付けでは大丸法と比べて相対的にしわがつ
きにくく，回復性もよくなることがわかる。乙のようκ
大丸法とAATCC法について，つまり圧縮または屈曲
座屈に起因するしわと明断座屈に起因するしわでは15種
類の試料問でかなり差があることになる。
図6は大丸法とAATCC法における除草直後の判定
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一口に「しわ」といっても，しわはその物理的成固に
よって種々の形態をとる。乙乙では3種類のしわ，すな
わち，シャープIC折りたたまれた時にできるしわ(クリ
ーズ)，圧縮または屈曲座屈に起因するしわ，明断座屈
に起因するしわについて，それぞれモンサント法.大丸
法.AATCC法を対応させて15種類の異なる平織布に
ついて評価した。
得られた結果はつぎの通りである。
1 .同じ織物でもその物理的成因の違いによりしわの
つきやすさや回復のしやすが異なり，単に 1種類のしわ
試験法を用いただけでは織物のしわ特性(防しわ性やし
わ回復性)を知る乙とは困難である。
2.圧縮または屈曲座胞に起因するしわに関しては，
ポリエステル布はしわがつきにくいが回復性は他の試料
と比べてわるく，ナイ ロンや羊毛布は回復性がすぐれて
いる。レーヨン，ポリノジックやキュプラ布は相対的に
乙の種のしわがつきやすくしかも凪復性もわるい。
3.裏地を重ねて試験をした場合，しわのつき方は弱
くなると共lζ，試料開のしわ回復速度の差が小さくなる
傾向を示す。
4 .明断座屈に起因するしわに関しては，ナイロンや
羊毛布が圧縮または屈曲座屈に起因するしわの場合と異
なる傾向を示し，特にナイロン布は乙の種のしわがつき
やすくしかも回復性もわるいという結果となる。
5 .羊毛布は他の試料と比べ圧縮または屈曲座屈に起
因するしわはっきやすいが明断座屈に起因するしわはっ
きl亡くい。アセテー卜布はその逆の傾向を示す。
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Summary 
“Shiwa" in lapanese has many types of shape， because they are produced by various physical phenomena. 
In this paper， we deal with three types of shiwa， such as， folded sharply， produced by buckling due to compression 
or bending stress and produced by buckling due to shearing stress 
Fifteen kinds of p1ain fabric made from various types of fiber are prepared and then shiwa produωd in these fabrics 
are eva1uated by using Monsant method， Daimaru method and AATCC method， respective1y. 
The resu1ts obtained are summarized as follows 
1. lt is difficult to evaluate the shiwa property of fabrics by using only test method， b巴causealthough鈎mefabric 
there are various kinds of shiwa according to different physica1 phenomenon. 
2. Polyester fabric is produced hard by buckling due to compression or bending stress， but the recovery property is 
not better than the others. Nylon and wool fabric has the excellent recovery property. However， rayon， polynosic 
and cupra fabric produces easi1y this type of shiwa， and its recovery property isnot b母tterthan other fabrics. 
3. In the case of overJapping of rayon Iining in Daimaru method， shiwa is produced more weakly， and the difference 
of recovery speed between fabrics decreases. 
4. Nylon and wool fabric shows a different tendency for shiwa produced by buckling due to shearing stress compared 
with shiwa produωd by compression or bending stress. Nylon fabric， especially， produces easily this type of shiwa， 
and its recovery property is not better also. 
5. Wool fabric produces easi1y shiwa due to compression or bending stress， but not easi1y shiwa due to shearing stres. 
Acetate fabric shows a contrary tendency. 
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